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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら

何
か
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
年
頭
に
当
た
っ
て
昨
年
の
事
業
総
括

を
中
心
に
触
れ
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
ず
年
間
事
業
計
画
に
基
づ
き
諸
事
業
は
、

関
係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
各
種
会
議
を

始
め
、
講
習
会
、
段
級
審
査
、
大
会
等
適
正

か
つ
活
発
に
運
営
な
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
全
国
規
模
大
会
に
お
け
る
各
年
代

層
の
活
躍
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
小
学
生
…
…
「
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少

年
剣
道
優
勝
大
会
小
学
生
の
部
」
予
選
リ

ー
グ
に
お
い
て
優
勝
し
た
岡
山
に
僅
差
で

敗
れ
ま
し
た
が
、
一
勝
一
敗
と
大
健
闘
し

ま
し
た
。

○
中
学
生
…
…
前
記
大
会
「
中
学
生
の
部
」

で
見
事
ベ
ス
ト
８
に
進
出
を
果
た
す
一
方
、

「
全
中
大
会
」
に
お
い
て
燕
中
学
校
女
子

が
、
二
連
覇
達
成
を
逃
が
し
た
も
の
の
準

優
勝
、
同
個
人
で
も
佐
藤
美
空
選
手
が
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

○
高
校
生
…
…
北
信
越
大
会
を
突
破
し
て

「
愛
媛
国
体
」
に
臨
ん
だ
男
子
が
堂
々
の

３
位
。
女
子
も
５
位
と
ダ
ブ
ル
入
賞
を
飾

り
、
大
き
な
得
点
源
と
な
っ
て
県
に
貢
献

し
ま
し
た
。
ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
で

は
、
新
潟
商
業
高
校
男
女
と
も
頑
張
り
、

女
子
が
８
位
に
進
出
し
ま
し
た
。

○
成
人
…
…
「
愛
媛
国
体
」
成
人
男
子
で
強

豪
福
岡
県
に
勝
利
す
る
な
ど
大
健
闘
で
し

た
。
ま
た
、
全
日
本
選
手
権
県
予
選
会
の

激
戦
を
制
し
て
本
大
会
に
臨
ん
だ
坂
爪
優

太
選
手
は
、
一
回
戦
で
惜
敗
し
た
も
の
の
、

正
攻
法
の
剣
風
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

し
た
。

○
壮
年
・
高
齢
者
…
…「
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
大
会
」
等
に
生
涯
剣
道
を
志
し
て
参
加

し
、
団
体
・
個
人
と
も
活
躍
・
奮
闘
さ
れ

ま
し
た
。

○
居
合
道
…
…
「
全
国
居
合
道
大
会
」
団
体

で
準
優
勝
、
個
人
五
段
の
部
で
草
間
大
介

選
手
が
優
勝
す
る
な
ど
久
し
ぶ
り
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
選
手
の
努
力
は
勿
論
あ

り
ま
す
が
、
選
手
の
選
考
か
ら
新
剣
連
強
化

ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
的
確
な
指
導
の
下
、
短

期
間
な
が
ら
動
機
・
意
識
づ
け
等
々
、
大
き

な
成
果
を
及
ぼ
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
日
頃
か
ら
、
各
地
域
や
学
校
で

地
道
に
指
導
さ
れ
て
い
る
諸
先
生
方
の
努
力

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
剣
道
人
口
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み
に
も
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

剣
道
を
志
し
た
幼
少
期
か
ら
、
剣
道
に
目

覚
め
た
学
童
期
、
大
会
や
昇
段
が
待
ち
遠
し

い
成
人
期
を
経
て
、
生
涯
剣
道
の
集
大
成
と

も
い
う
べ
き
技
と
人
格
を
極
め
つ
つ
、
健
康

維
持
等
目
的
の
壮
年
・
高
齢
期
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
年
齢
層
及
び
職
種
に
よ
っ
て
新
剣
連
が

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本

年
も
新
剣
連
と
し
て
は
特
定
事
業
の
み
に
傾

注
す
る
こ
と
な
く
、
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る

財
源
状
況
を
勘
案
し
て
、
各
年
齢
層
・
地
域

等
に
応
じ
た
諸
対
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

剣
道
有
功
賞
を
拝
受
し
て

新
潟
市
剣
道
連
盟
　

佐
藤
　
　

伸
　

　

十
一
月
、
全
日
本
剣
道

連
盟
よ
り
剣
道
有
功
賞
、

拝
受
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

私
に
と
り
ま
し
て
は
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
新
潟
県
剣
道
連
盟
な
ら

び
諸
先
生
方
、
剣
友
の
ご
配
慮
と
と
も
に
、

ご
交
誼
を
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方
の
懇
情

の
お
陰
様
で
ご
ざ
い
ま
す
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
私
の
剣
道
人
生
、
64
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
剣

道
を
始
め
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
二
十
歳

の
時
か
ら
で
す
。
生
家
は
農
家
で
し
た
の

で
、
三
男
坊
の
私
は
家
の
手
伝
い
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
私

の
役
目
も
終
わ
り
生
家
を
出
ら
れ
た
の
で

す
。
剣
道
を
始
め
た
動
機
は
、
実
は
剣
道
七

段
と
い
う
父
が
い
た
か
ら
で
す
。
父
は
農
業

の
か
た
わ
ら
水
原
農
業
高
校
の
剣
道
の
先
生

を
し
て
い
ま
し
た
。
目
標
は
父
と
同
じ
「
剣

道
七
段
」
と
心
に
決
し
て
稽
古
に
励
み
ま
し

た
。
三
十
一
年
三
段
に
合
格
。
そ
の
年
の
四

月
、
新
潟
交
通
株
式
会
社
に
バ
ス
の
運
転
手

と
し
て
入
社
。
会
社
近
く
の
万
代
町
生
活
の

傍
ら
縁
あ
っ
て
地
元
の
万
代
剣
士
会
、
山
田

庚
児
先
生
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
新
潟
交
通
の
社
員
に
は
剣
道
初
段
、

二
段
が
十
数
名
が
い
た
の
で
す
。
石
川
利
一
、

佐
々
木
観
麓
、
高
橋
俊
三
、
私
、
四
名
で
剣

道
部
を
設
立
。
社
内
で
も
練
習
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で

　

新
年
の
ご
挨
拶

　

一
般
財
団
法
人　

新
潟
県
剣
道
連
盟
　
　
　
　
　

会
　

長
　

本

間

厚
太
郎
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全
国
大
会
総
合
第
２
位

　

七
年
ぶ
り
の
快
挙
！

　

初
出
場
の
五
、
六
段
が
優
勝
と
二
位

居
合
道
部
会
　

　

第
五
十
二
回
全
国
居
合
道
大
会
が
10
月

21
日
、
広
島
市
で
開
か
れ
、
都
道
府
県
対

抗
優
勝
試
合
で
新
潟
県
は
第
２
位
と
な
り
、

四
十
五
回
大
会
（
平
二
十
二
年
新
潟
開
催
　

優
勝
・
新
潟
県
）
以
来
七
年
ぶ
り
の
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
五
段
の
部
で
初
出
場
の

草
間
大
介
選
手
（
光
明
館
）
が
優
勝
、
六
段

の
部
で
も
初
出
場
の
大
西
恵
選
手
（
柏
崎
）

が
準
優
勝
と
な
っ
た
ほ
か
、
七
段
の
部
で
は

今
井
恒
之
選
手
（
上
越
）
が
三
回
戦
ま
で
駒

を
進
め
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

　

大
会
は
47
都
道
府
県
か
ら
五
、六
、七
段
代

表
選
手
１
名
が
出
場
し
て
段
別
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
試
合
を
行
い
優
劣
を
競
い
ま
す
。

　

試
合
は
日
本
刀
の
使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
剣
道
の
よ
う
に
対
戦
相
手
と
直
接

対
峙
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
試
合
方

法
は
、
各
段
と
も
、
対
戦
す
る
２
選
手
が
赤
・

白
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
ン
で
囲
ま
れ
た
縦
７
ｍ

横
３
ｍ
の
試
合
場
に
分
か
れ
て
演
武
し
、
３

人
の
審
判
が
赤
・
白
の
審
判
旗
で
優
劣
を
判

定
し
ま
す
。
判
定
の
基
準
は
全
剣
連
の
「
居

合
道
試
合
審
判
規
則
」「
同
細
則
」
に
測
り
、

礼
法
・
作
法
や
技
の
正
確
さ
は
も
と
よ
り
、

修
行
の
深
さ
、
目
付
け
や
気
魄
、
武
道
と
し

て
の
合
理
的
な
居
合
で
あ
る
か
な
ど
総
合
的

な
観
点
か
ら
判
定
し
ま
す
。
演
武
は
、礼
法
・

作
法
を
含
め
て
技
５
本
を
６
分
以
内
で
抜
き

ま
す
。
技
５
本
の
う
ち
最
初
の
２
本
は
古
流
、

そ
の
後
全
剣
連
居
合
12
本
の
中
か
ら
当
日
指

定
さ
れ
る
３
本
を
抜
き
ま
す
。
演
武
が
６
分

を
超
過
し
た
り
、
指
定
技
を
間
違
え
る
と
負

け
に
な
り
ま
す
。
優
勝
す
る
に
は
６
試
合
を

勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

段
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合
は
、
最
終
勝
者

が
優
勝
で
す
が
、
都
道
府
県
別
成
績
は
得
点

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
一
勝
す
る
と
（
１
点
＋

勝
旗
数
×
０
・
01
点
）
が
与
え
ら
れ
、
優
勝

者
が
６
試
合
を
す
べ
て
３
対
０
で
勝
っ
た
と

す
る
と
（
６
＋
３
×
６
×
０
・
01
＝
６
・
18

点
）
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
道

府
県
別
の
総
合
成
績
は
、
五
、六
、七
段
の
得

点
の
合
計
で
決
ま
り
ま
す
。
新
潟
県
の
獲
得

点
数
は
五
段
が
６
・
17
、
六
段
が
５
・
13
、
七

段
が
２
・
05
で
合
計
13
・
４
点
と
な
り
、
優

勝
し
た
開
催
地
・
広
島
県
（
14
・
４
点
）
に

１
点
差
（
一
勝
差
）
と
迫
る
も
の
で
し
た
。

初
出
場
・
初
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
！

光
明
館
　

草
間
　

大
介
　

（
居
合
道
五
段
）

　

こ
の
度
、
第
五
二
回
全

日
本
居
合
道
大
会
・
五
段

の
部
で
優
勝
し
た
草
間
大

介（
光
明
館
）と
申
し
ま
す
。

　

初
出
場
で
初
優
勝
を
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は

偏
に
県
剣
道
連
盟
、
同
居
合
道
部
会
諸
先
生

の
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

半
年
前
４
月
29
日
の
選
考
会
で
選
手
に
選

ば
れ
て
か
ら
強
化
練
習
６
回
、
強
化
合
宿
１

回
、
県
外
大
会
強
化
派
遣
な
ど
強
化
練
習
を

重
ね
た
結
果
が
実
り
、
図
ら
ず
も
優
勝
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
回
戦
シ
ー
ド
で
二
回
戦
か
ら
出
場
し
ま

し
た
が
、
試
合
順
が
30
番
目
と
な
っ
て
、
開

会
式
か
ら
３
時
間
も
経
っ
て
お
り
、
居
合
道

部
会
か
ら
か
け
付
け
て
い
た
だ
い
た
介
添
の

人
と
一
緒
に
緊
張
感
の
中
で
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
作
り
に
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

試
合
は
二
回
戦
か
ら
準
決
勝
の
五
回
戦
ま
で

す
べ
て
３
対
０
で
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
決
勝
戦
は
開
催
地
・
広
島
県
の
選

手
と
当
た
り
２
対
１
で
ど
う
に
か
勝
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
地
方
大
会
に
は
何
度
も
出

場
し
て
お
り
、
大
会
に
は
慣
れ
て
い
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
全
国
大
会
と
い
う
独
特
の
雰

囲
気
や
県
代
表
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
予

私
は
昭
和
四
十
四
年
六
段
合
格
、
五
十
年
、

父
と
同
じ
七
段
に
合
格
し
初
心
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
次
の
目

標
を
全
国
大
会
出
場
と
決
め
ま
し
た
。
全
国

都
道
府
県
対
抗
剣
道
大
会
四
回
出
場
、
全
日

本
東
西
対
抗
一
回
出
場
、
国
民
体
育
大
会
四

回
出
場
。

　

平
成
八
年
、
六
十
三
歳
で
後
進
の
育
成
を

考
え
大
会
出
場
を
退
き
ま
し
た
。
次
の
目
標

は
何
か
。
し
ば
ら
く
考
え
た
私
は
、「
剣
道

八
段
」
を
取
る
こ
と
に
目
標
を
定
め
た
の
で

す
。
今
度
の
目
標
は
遥
か
に
大
き
い
、
そ
れ

に
は
自
分
に
勝
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
、

身
体
作
り
の
為
に
も
近
く
の
け
や
木
の
葉
が

茂
る
公
園
の
外
周
５
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
も
一
日
も
休
ま
ず

続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
月
一
回
は
千
葉
の

松
風
館
・
岩
立
三
郎
先
生
の
道
場
へ
八
年
間

通
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
平
成

二
十
年
に
念
願
の
八
段
に
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



新 潟 県 剣 道 連 盟 会 報平成30年１月吉日(3) 第 102 号

想
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
が
あ
り
、
極
度

の
緊
張
感
の
中
で
気
力
と
体
力
の
す
べ
て
を

出
し
切
っ
て
最
高
の
栄
誉
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
こ
の
栄

誉
に
お
ご
る
こ
と
な
く
一
層
精
武
精
進
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
十
二
回
　

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣

道
優
勝
大
会

と
き
：
９
月
17
日

会
場
：
大
阪
市
府
民
共
済
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
ア

リ
ー
ナ

▽
小
学
生
の
部

　

監
　

督
　

浜
田
　
　

尚
（
小
針
小
）

　

コ
ー
チ
　

内
野
　

葉
子

（
県
立
は
ま
ぐ
み
特
別
支
援
学
校
）

　
　
　
　
　

三
本
　

雄
樹
（
小
針
小
）

選
手

先
鋒
　

金
田
哲
太
郎（
新
発
田
市
剣
道
連
盟
）

次
鋒
　

生
田
佳
次
郎
（
鳥
屋
野
武
道
館
少
年
部
）

中
堅
　

高
橋
　

怜
暉
（
上
通
剣
士
会
）

副
将
　

松
村
　

佑
月
（
志
成
館
道
場
）

大
将
　

宮
田
　

禄
郎
（
共
栄
館
道
場
）

・
予
選
リ
ー
グ

新
潟
県
　

１
―
１
　

岡
山
県

（
１
―
２
　

本
数
負
け
）

　
　

新
潟
県
　

２
―
１
　

沖
縄
県

結
果
一
勝
一
敗
で
予
選
リ
ー
グ
敗
退

【
観
戦
記
】

　

台
風
の
影
響
で
開
催
が
心
配
さ
れ
た
今
大

会
で
し
た
が
、
例
年
通
り
無
事
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
岡
山
県
と
沖
縄
県
の
三

県
に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
試
合
目
は
岡
山
戦
。
先
鋒
の
金
田
が
面

を
二
本
取
ら
れ
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

次
鋒
の
生
田
は
面
返
し
胴
を
機
会
を
捉
え
て

打
つ
も
旗
は
上
が
ら
ず
引
き
分
け
。
中
堅
の

高
橋
は
相
面
で
一
本
勝
ち
。
副
将
の
松
村
が

引
き
分
け
、
１
勝
１
敗
の
対
戦
で
大
将
戦
を

迎
え
る
。
大
将
の
宮
田
は
面
や
引
き
胴
を
中

心
に
多
彩
な
技
で
攻
め
る
も
、
今
一
歩
及
ば

ず
引
き
分
け
。
総
本
数
一
本
差
で
惜
敗
で
し
た
。

　

二
試
合
目
は
沖
縄
戦
。
先
鋒
の
金
田
の
面

と
相
手
の
小
手
が
相
打
ち
に
な
り
、
相
手
の

小
手
に
旗
が
上
が
る
も
合
議
の
結
果
、
金
田

の
面
が
一
本
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
一
本
勝
ち

を
収
め
る
。
次
鋒
の
生
田
は
引
き
分
け
る
も

の
の
、
中
堅
の
高
橋
が
出
小
手
を
取
ら
れ
て

一
本
負
け
。
副
将
の
松
村
が
こ
こ
で
引
き
分

け
た
た
め
、
一
試
合
目
に
引
き
続
き
一
勝
一

敗
の
タ
イ
で
大
将
戦
を
迎
え
る
。
大
将
の
宮

田
は
試
合
開
始
早
々
に
相
面
で
一
本
を
先
取
。

二
本
目
も
良
い
機
会
を
捉
え
さ
ら
に
相
面
で

面
を
連
取
、
二
本
勝
ち
。
２
勝
１
敗
で
チ
ー

ム
の
勝
ち
が
決
ま
る
。
し
か
し
僅
差
で
岡
山

県
が
沖
縄
県
に
勝
っ
た
た
め
、
新
潟
県
チ
ー

ム
は
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
た
。

　

今
年
で
新
潟
県
と
し
て
の
参
加
は
六
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
予
選
リ
ー

グ
敗
退
と
な
っ
た
が
、
優
勝
し
た
岡
山
県
と

は
わ
ず
か
本
数
「
一
本
」
差
で
の
惜
敗
で
あ

り
、
全
国
の
舞
台
で
も
他
の
都
道
府
県
に
全

く
引
け
を
取
ら
ず
、
堂
々
と
戦
っ
て
い
る
姿

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
試
合
の
前
後
で
お

互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
っ
た
り
、
試
合

中
は
真
剣
な
眼
差
し
で
拍
手
し
た
り
す
る
姿

か
ら
チ
ー
ム
の
結
束
力
を
高
め
て
本
大
会
に

臨
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本

大
会
は
勿
論
、
こ
れ
ま
で
仲
間
と
の
深
い
絆

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

大
会
参
加
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
新

潟
県
剣
道
連
盟
の
先
生
方
、
錬
成
会
で
お
世

話
に
な
っ
た
道
場
、
連
盟
の
皆
様
、
強
化
練

習
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
新
潟
市
剣
道
連

盟
、
新
潟
市
立
小
針
中
学
校
剣
道
部
の
皆
様
、

そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
三
本
　

雄
樹
）

▽
中
学
生
の
部

監
　

督
　

梅
田
　

茂
明
（
中
之
島
中
）

コ
ー
チ
　

佐
藤
　

泰
之
（
直
江
津
東
中
）

選
手

先
鋒
　

栗
山
　

一
花
（
燕
　

中
）

次
鋒
　

佐
藤
　

美
空
（
燕
　

中
）

中
堅
　

長
谷
川
大
雅
（
直
江
津
東
中
）

副
将
　

安
部
　

伸
亮
（
小
針
中
）

大
将
　

石
塚
　

哲
太
（
下
山
中
）

※
先
鋒
・
次
鋒
は
女
子
、
中
堅
・
副
将
・
大

将
は
男
子
。

　

女
子
は
県
大
会
個
人
１
位
、

２
位
。
男
子
は
同
１
位
～
３
位
の
選
手
で

編
成
。

　

・
予
選
リ
ー
グ

新
潟
　

２
（
３
）
―

０
（
１
）

　

大
阪
A

新
潟
　

２
（
２
）
―

１
（
１
）

　

熊
本

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

新
潟
　

４
（
６
）
―

０
（
１
）

　

愛
知

新
潟
　

０
（
１
）
―

２
（
４
）

　

岡
山

※
ベ
ス
ト
８

【
観
戦
記
】

　

新
潟
は
予
選
リ
ー
グ
大
阪
A
と
熊
本
と
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
試
合
目
大
阪
A

戦
は
先
鋒
の
栗
山
選
手
が
幸
先
よ
く
面
を
取

っ
て
一
本
勝
ち
。
次
鋒
戦
・
中
堅
戦
も
善
戦

し
ま
し
た
が
一
本
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
引

き
分
け
。
そ
し
て
副
将
で
は
相
手
選
手
の
猛

攻
を
凌
ぎ
な
が
ら
打
つ
機
会
を
覗
っ
て
い
た

安
部
選
手
の
相
小
手
面
が
決
ま
り
新
潟
の
勝

ち
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

大
将
の
石
塚
選
手
は
面
を
先
取
し
た
も
の

の
、
取
り
返
さ
れ
引
き
分
け
。
し
か
し
強
豪

大
阪
チ
ー
ム
に
見
事
な
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
二
試
合
目
は
、
優
勝
最
有
力

候
補
の
熊
本
戦
で
す
。
今
年
度
の
全
国
中
学

校
剣
道
大
会
男
子
個
人
戦
で
決
勝
を
戦
っ
た

九
州
学
院
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
登
録
さ
れ

て
い
る
手
強
い
相
手
で
す
。

　

先
鋒
の
栗
山
選
手
は
見
事
な
相
面
で
一
本

勝
ち
。
次
鋒
の
佐
藤
選
手
は
出
端
面
な
ど
一

本
に
な
り
そ
う
な
技
が
あ
っ
た
も
の
の
引
き

分
け
。
中
堅
の
長
谷
川
選
手
は
、
試
合
時
間

の
後
半
で
相
手
選
手
が
簡
単
に
面
で
出
た
と

こ
ろ
を
見
事
な
返
し
胴
で
一
本
勝
ち
を
収

め
、
新
潟
チ
ー
ム
の
リ
ー
ド
で
試
合
が
進
み

ま
し
た
。
副
将
の
安
部
選
手
が
引
き
分
け
で

も
新
潟
チ
ー
ム
の
勝
利
が
確
定
す
る
と
こ
ろ

で
し
た
が
相
手
選
手
の
粘
り
勝
ち
で
一
本
負

け
。
相
手
の
大
将
は
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

個
人
戦
で
優
勝
し
た
選
手
で
し
た
。
取
ら
な

け
れ
ば
チ
ー
ム
の
負
け
が
確
定
し
て
し
ま
う

状
況
の
た
め
、
序
盤
か
ら
激
し
い
技
が
次
々

と
続
き
ま
し
た
。
大
将
の
石
塚
選
手
は
こ
の

猛
攻
に
慌
て
ず
対
応
し
な
が
ら
も
、
打
つ
機

会
を
覗
い
な
が
ら
試
合
が
進
ん
で
行
き
ま
し
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た
。
試
合
時
間
も
後
半
と
な
り
相
手
選
手
の

焦
り
も
見
え
、
攻
め
が
不
十
分
な
状
況
か
ら

技
が
出
始
め
た
頃
、
試
合
終
了
の
ブ
ザ
ー
が

鳴
り
新
潟
チ
ー
ム
の
勝
利
が
確
定
し
ま
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
会
場
が
響
め
い
た
こ
と
を
今
も

憶
え
て
い
ま
す
。
試
合
後
の
選
手
た
ち
の
表

情
は
う
れ
し
さ
と
自
信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
こ
の
勢
い
の
ま
ま
入
賞
を
目
指
し
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
歴
史
を
刻
も
う
！
！
」
と

励
ま
し
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
の
相
手
は
愛

知
で
す
。
先
程
の
試
合
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず

大
差
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
の
試

合
に
勝
て
ば
新
潟
チ
ー
ム
と
し
て
初
の
三
位

入
賞
。
選
手
た
ち
に
力
ん
だ
様
子
な
ど
は
見

ら
れ
ず
、
い
い
状
態
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

相
手
チ
ー
ム
の
二
回
戦
岡
山
は
、
全
国
中
学

校
剣
道
大
会
の
開
催
を
控
え
、
数
年
前
か
ら

県
全
体
で
技
術
力
の
強
化
図
っ
て
い
ま
す
。

結
果
は
、
善
戦
し
た
も
の
の
惜
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
練
習
試
合
か
ら
、
選
手
た
ち
に
一

貫
し
て
話
し
た
こ
と
は
「
自
分
の
力
を
全
て

出
し
切
る
こ
と
」
で
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

最
後
ま
で
自
分
の
力
を
出
し
切
り
「
チ
ー
ム

貢
献
」
ま
た
「
新
潟
代
表
と
し
て
の
責
任
」

を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら

し
い
選
手
た
ち
で
す
。
今
後
の
更
な
る
活
躍

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
県
剣
道
連
盟
の
先
生
方
、
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
梅
田
　

茂
明
）

第
七
十
二
回
　

愛
媛
国
民
体
育
大
会

会
場
：
　

愛
媛
武
道
館

・
少
年
男
子
　

三
位

・
少
年
女
子
　

五
位
入
賞

・
成
年
男
子
　

二
回
戦
敗
退

▽
少
年
男
子

・
一
回
戦

新
潟
　

４
（
６
）
―

１
（
１
）

　

宮
城

・
二
回
戦

新
潟
　

３
（
４
）
―

２
（
４
）

　

熊
本

・
準
決
勝

愛
媛
　

４
（
８
）
―

１
（
１
）

　

新
潟

・
三
位
決
定
戦

新
潟
　

４
（
６
）
―

１
（
１
）

　

静
岡

▽
少
年
女
子

・
一
回
戦

新
潟
　

３
（
５
）
―

２
（
２
）

　

山
形

・
二
回
戦

愛
媛
　

５
（
９
）
―

０
（
０
）

　

新
潟

▽
成
年
男
子

・
一
回
戦

新
潟
　

３
（
５
）
―

２
（
６
）

　

福
岡

・
二
回
戦

和
歌
山
３
（
５
）
―

１
（
２
）

　

新
潟

選
手
名
簿

少
年
男
子

髙
橋
　

徹
太
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

吉
川
　

颯
真
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

大
濱
　

優
輝
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

長
岡
　

佳
宏
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

須
田
　

友
紀
　

新
潟
明
訓
高
等
学
校

少
年
女
子

藤
田
　

有
海
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

古
畑
　

肖
佳
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

長
谷
川
瑠
依
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

髙
橋
知
沙
都
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

近
藤
　

智
穂
　

新
潟
商
業
高
等
学
校

成
年
男
子

坂
爪
　

優
太
　

三
条
東
高
等
学
校
（
教
）

西
野
　

哲
哉
　

新
潟
県
警
察

松
村
　

暁
広
　

新
潟
刑
務
所

高
嶋
　

純
一
　

上
越
市
役
所

樋
口
　

秀
夫
　

㈱　

樋
口
水
道

監
督
・
コ
ー
チ

少
年
男
女
　

監
督

　

藤
塚
　
　

直
　

新
潟
商
業
高
等
学
校（
教
）

少
年
男
女
　

コ
ー
チ

　

永
原
　

拓
己
　

六
日
町
高
校
（
教
）

　

志
村
　

康
浩
　

新
潟
商
業
高
等
学
校（
教
）

　

杉
林
　

成
博
（
公
財
）
新
潟
県
体
育
協
会

成
年
男
子
　

監
督

　

高
嶋
　

純
一
　

上
越
市
役
所

成
年
男
子
　

コ
ー
チ

　

竹
内
　

知
宏
　

新
潟
商
業
高
校
（
教
）

総
監
督

佐
藤
　

好
美
　

新
潟
県
警
察

愛
媛
国
体
総
括

「
新
潟
県
魂
こ
こ
に
あ
り
！
」

総
監
督
　

佐
藤
　

好
美
　

　

平
成
29
年
度
笑
顔
を

つ
な
ぐ
愛
媛
国
体
は
10

月
１
日
か
ら
愛
媛
県
立

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
回
戦
成
年
男
子
は
福
岡

県
、
少
年
男
子
は
宮
城
県
、
少
年
女
子
は
山

形
県
と
の
対
戦
で
あ
っ
た
。

　

成
績
に
つ
い
て
は
成
年
男
子
は
一
回
戦
、

強
豪
福
岡
県
に
勝
利
し
た
も
の
の
二
回
戦
和

歌
山
県
に
敗
退
し
た
。
少
年
男
子
に
つ
い
て

は
準
決
勝
で
愛
媛
に
敗
退
し
た
も
の
の
三
位

決
定
戦
で
静
岡
に
勝
利
し
、
第
三
位
に
入
賞
。

少
年
女
子
は
準
々
決
勝
で
愛
媛
に
敗
退
し
た

も
の
の
第
五
位
に
入
賞
し
そ
れ
ぞ
れ
新
潟
県

の
天
皇
杯
得
点
獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

結
果
を
見
て
書
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
出

発
前
に
成
年
、
少
年
男
女
国
体
選
手
壮
行
稽

古
会
を
亀
田
総
合
体
育
館
武
道
場
で
開
催
し

た
が
、
そ
の
際
、
一
人
一
人
の
や
る
気
に
満

ち
た
稽
古
、
態
度
を
見
て
総
監
督
と
し
て

「
や
っ
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

感
じ
を
受
け
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
壮
行
稽

古
会
の
最
後
に
国
体
選
手
を
代
表
し
て
、
新

愛
媛
国
体
受
賞
式
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「
全
剣
連
社
会
体
育
指
導
員

養
成
講
習
会
」
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
初
級
）

　

新
潟
市
剣
道
連
盟
　

齋
藤
キ
ミ
子
　

　

今
ま
で
、
剣
道
が
上
手

に
な
り
た
い
！
昇
段
し
た

い
！
と
い
う
考
え
が
先
行

し
て
い
て
、
剣
道
の
理
念
、

人
間
形
成
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
た
こ

と
は
そ
れ
程
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
自
分
な
り
に
礼
儀
作
法
、
相
手
に
対
す
る

あ
り
方
等
を
学
ん
で
来
た
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
こ
の
社
会
体
育
講
習
会
が
新
潟
に
お
い

て
開
催
す
る
こ
と
を
知
り
、
改
め
て
自
身
の

剣
道
の
基
本
や
剣
道
理
論
に
つ
い
て
考
え
直

す
良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
参
加
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

不
安
な
気
持
ち
で
受
付
を
済
ま
せ
る
と
知

っ
て
い
る
先
生
方
が
多
く
心
強
く
感
じ
ま
し

た
。
基
本
の
実
技
指
導
、
座
学
で
は
剣
道
の

歴
史
、
特
性
、
指
導
法
を
学
び
ま
し
た
。
剣

道
指
導
の
心
構
え
で
「
竹
刀
と
い
う
剣
は
相

手
に
向
け
る
剣
で
あ
る
と
同
時
に
自
分
に
向

け
る
剣
で
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
心
の
あ
り
か
た
、
敬
う
心
、

相
手
も
生
か
し
て
自
分
も
生
き
る
。
構
え
と

い
う
「
体
」
か
ら
「
心
」
へ
と
至
る
方
向
性
、

こ
れ
が
修
行
な
の
か
人
間
を
作
り
上
げ
て
い

く
の
か
と
思
い
当
た
り
ま
し
た
。
理
法
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
人
間
形
成
に
な
る
ん
だ
と

今
更
な
が
ら
理
解
し
た
わ
け
で
す
。

　

今
回
を
起
点
と
し
て
道
を
見
つ
め
直
し
修

練
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
講
師
の
先
生
方
の
貴
重
な
お

話
、
ま
た
他
県
の
方
と
の
剣
道
談
義
、
部
屋

で
は
楽
し
い
女
子
ト
ー
ク
！
と
緊
張
感
と
楽

し
さ
の
あ
る
三
日
間
で
し
た
。
帰
り
の
車
を

運
転
し
て
い
る
時
は
心
が
晴
れ
や
か
に
な
っ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
愛
媛
国
体
少
年
男
子
の
二
回
戦
、

熊
本
と
の
大
将
戦
で
、
九
州
学
院
・
岩
切
勇

磨
選
手
に
一
本
勝
ち
、
そ
し
て
チ
ー
ム
に
勝

利
を
も
た
ら
し
た
「
高
橋
徹
太
」
選
手
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

　

岩
切
選
手
と
い
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

個
人
優
勝
、
そ
し
て
そ
の
前
日
に
は
試
合
時

間
延
長
入
れ
て
50
分
20
秒
に
及
ん
で
も
で
決

着
が
つ
か
ず
翌
日
に
再
試
合
と
い
う
死
闘
を

制
し
た
選
手
で
す
。
高
橋
選
手
は
今
回
で
二

回
目
の
試
合
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

国
体
の
重
責
を
共
に
乗
り
越

え
た
仲
間
に
感
謝
！

新
潟
商
業
高
等
学
校
　

高
橋
　

徹
太
　

　

私
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
、
新
潟
県
柏
崎

市
に
避
難
し
て
参
り
ま
し

た
。
当
時
小
学
校
五
年
生

で
し
た
。
そ
の
時
ま
で
は
福
島
県
南
相
馬
市

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
新
し
い
環
境

の
中
で
一
番
最
初
に
思
っ
た
こ
と
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
習
っ
て
い
た
「
剣
道
を
再
開
し
た

い
！
」
と
い
う
た
だ
そ
の
思
い
だ
け
で
し
た
。

そ
し
て
二
年
が
経
ち
、
次
第
に
「
も
っ
と
強

く
な
り
た
い
！
」
と
い
う
思
い
が
日
に
日
に

増
し
て
く
る
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
思
い
を
知
っ
て
か
家
族
も
賛
成
し
て
く
れ

新
潟
市
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
小
針
中
学
に
転
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

全
中
出
場
を
目
標
に
来
る
日
も
来
る
日
も
稽

古
に
必
死
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

し
て
三
年
の
夏
に
団
体
出
場
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
進
学
で
す
。
私

は
迷
わ
ず
新
潟
商
業
高
校
に
決
め
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
で
勝
て
る
よ
う
に
な
る
為
に
は
こ
の
学
校

し
か
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

一
年
生
の
秋
、
全
国
選
抜
大
会
で
五
位
に

入
賞
し
、
優
秀
選
手
賞
を
頂
き
、
自
分
に
も

結
果
が
つ
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
内
心
う
れ

し
い
気
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
続
く
夏
、

そ
し
て
秋
の
県
大
会
で
は
新
潟
明
訓
高
校
に

敗
れ
、
心
の
底
か
ら
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
情
け
な
さ
と
悔
し
さ
で
稽
古
に
も
身
が

入
ら
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三

年
生
最
後
の
夏
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
気

持
ち
を
切
り
替
え
、
私
は
と
に
か
く
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
必
死
で
稽
古
し
ま
し

た
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
か
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、

個
人
、
団
体
共
に
全
国
総
体
に
出
場
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
で
は
残
念
な

が
ら
団
体
は
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、

個
人
で
は
ベ
ス
ト
16
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
国
体
選
手
に
も
選
ば
れ
、
愛
媛
で

行
わ
れ
た
大
会
で
は
そ
れ
ま
で
雲
の
上
の
存

潟
商
業
の
高
橋
徹
太
選
手
が
決
意
表
明
を
し

た
際
、
「
ま
さ
に
戦
場
に
向
か
う
気
持
ち
で

す
」
と
い
う
言
葉
に
参
加
者
一
同
に
心
強
さ

を
感
じ
た
。
各
種
別
と
も
一
回
戦
の
相
手
は
、

強
豪
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
チ
ー
ム
新
潟
と
し

て
お
互
い
必
死
で
応
援
し
あ
っ
た
。
本
年
度

の
国
体
は
、
新
潟
県
各
種
別
と
も
気
迫
の
勝

利
だ
っ
た
と
思
う
。
特
に
少
年
男
子
の
熊
本

代
表
九
州
学
院
チ
ー
ム
か
ら
の
勝
利
に
対
し

て
は
特
に
大
き
な
拍
手
を
贈
り
た
い
。

　

結
び
に
、
大
健
闘
さ
れ
た
国
体
出
場
選
手

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
長

期
間
に
わ
た
り
応
援
し
て
頂
い
た
県
内
剣
道

関
係
者
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
総

監
督
の
観
戦
記
と
し
ま
す
。
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在
と
疑
わ
な
か
っ
た
強
豪
「
熊
本
」
に
逆
転

勝
利
し
そ
の
勢
い
で
倒
し
た
か
っ
た
地
元

「
愛
媛
」
に
こ
そ
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
決

定
戦
で
は
静
岡
を
破
り
、
少
年
男
子
新
潟
は

三
位
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
共
に
闘

う
仲
間
を
信
じ
、
チ
ー
ム
の
勝
利
を
手
に
入

れ
た
こ
の
感
激
は
き
っ
と
こ
の
先
も
私
は
生

涯
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
つ
く
づ
く
新
潟
に
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
を
通
じ
、
ま
た
剣
道

以
外
の
人
た
ち
も
含
め
、
沢
山
の
素
晴
ら
し

い
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
色
々
な
場
面
で
楽

し
く
剣
道
が
で
き
充
実
し
た
時
間
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
間
違
い
な
く
そ
の
友
達
の

お
か
げ
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
剣
道
を
私

に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で

す
。
そ
し
て
両
親
、
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

今
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
こ
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
先
、
新
潟
の
剣
道

界
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
西
剣
士
会
創
立
二
十
周
年
・
仁
智
館

道
場
創
立
十
七
周
年
記
念
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
　

新
潟
市
立
西
川
総
合
体
育
館

　

平
成
29
年
11
月
25
日

　

錬
成
大
会

　
　
　
　
　

11
月
26
日

　

記
念
剣
道
大
会

　

そ
ん
な
中
、
佐
藤
仁
館
長
と
大
会
ゲ
ス
ト

の
栄
花
直
輝
八
段
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

佐
藤
館
長
こ
の
た
び
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
佐
藤
館
長
の
一
番
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
で
す
ね
、
剣
道
を
通
じ
て
子
供
達
の

成
長
を
観
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
我
々
は

剣
道
を
通
じ
て
し
か
子
供
達
と
接
し
な
い
訳

で
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
心
身
共
に
成
長

す
る
姿
が
私
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
ね
。

　
　

二
十
年
前
と
比
較
し
て
子
供
達
へ
の
ご

指
導
な
ど
に
対
し
何
か
変
化
は
ご
ざ
い
ま
す

か
？

　

二
十
年
前
は
自
分
の
子
供
と
同
世
代
の
子

た
ち
を
指
導
し
て
い
た
訳
で
す
が
今
は
言
わ

ば
「
孫
」
の
世
代
と
接
し
て
い
る
訳
で
す
ね

（
笑
）
。
そ
ん
な
中
で
最
初
は
入
会
し
て
く

れ
て
剣
道
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
く

て
、
そ
し
て
楽
し
か
っ
た
訳
で
す
。
し
か
し
、

段
々
と
自
分
の
中
に
「
勝
た
な
き
ゃ
駄
目

だ
！
」
「
勝
た
せ
た
い
！
」
と
欲
が
出
て
来

る
訳
で
す
。
し
か
し
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
あ
ま

り
良
く
な
い
で
す
ね
。
子
供
達
が
上
達
し
な

い
の
は
自
分
の
指
導
が
至
ら
な
い
の
に
そ
れ

を
忘
れ
て
自
分
自
身
が
熱
く
な
り
過
ぎ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
そ
こ
か
ら
又
、
反

省
し
ま
し
て
今
は
と
も
か
く
子
供
達
が
楽
し

く
厳
し
い
中
に
も
剣
道
を
続
け
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
指
導
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
今
も
昔
も
指
導
の
中
身
は
特
に
変

化
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　

剣
道
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

う
ち
の
道
場
訓
の
第
一
番
目
に
来
る
の
が

「
文
武
両
道
に
励
み
ま
す
」
と
い
う
の
が
あ

る
の
で
す
が
、
い
つ
も
子
供
達
に
言
う
の
は
、

「
剣
道
だ
け
強
く
な
っ
て
も
駄
目
な
ん
だ

よ
！
」
と
。
い
わ
ゆ
る
心
で
す
ね
。
相
手
を

思
い
や
る
心
が
育
た
な
き
ゃ
駄
目
な
ん
だ
よ

と
言
う
ん
で
す
。

剣
道
を
続
け
る
に
は
確
か
に
あ
る
程
度
は
強

く
な
き
ゃ
続
け
ら
れ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
「
心
」
の

部
分
を
し
っ
か
り
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。

　
　

栄
花
先
生
と
の
ご
縁
は
何
か
お
あ
り
だ

っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
何
か
エ
ピ
ソ
ー

ド
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

　

さ
か
の
ぼ
る
と
二
十
数
年
前
に
な
る
の
で

す
が
私
は
栄
花
先
生
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
訳
な

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
私
以
上
に
家
内
が
フ
ァ

ン
で
し
て
（
笑
）。
日
本
武
道
館
に
道
場
の

子
供
達
を
見
学
に
連
れ
て
行
っ
た
時
に
、
た

ま
た
ま
栄
花
先
生
と
そ
の
時
に
お
会
い
し
ま

し
て
「
剣
道
教
室
を
新
潟
で
や
っ
て
い
ま

す
」
と
申
し
上
げ
、
ず
っ
と
お
出
で
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
と

こ
ろ
が
相
手
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選

手
。
世
界
の
栄
花
先
生
。
忙
し
く
て
な
か
な

左から 浅原行雄先生（白根）、栄花先生、
 　　　佐藤三智子先生、佐藤館長 談笑風景

仁智館道場　佐藤仁館長
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か
来
て
下
さ
る
チ
ャ
ン
ス
も
無
く
難
し
い
だ

ろ
う
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
十
周
年
を
や
る
時
に
改
め
て
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
そ
れ
が
快
く
引
き
受
け
て

頂
き
ま
し
て
…
正
直
私
た
ち
は
信
じ
ら
れ
な

く
て
（
笑
）
。

　

そ
の
後
、
栄
花
先
生
が
指
導
さ
れ
て
い
る

少
年
剣
道
の
合
宿
に
来
ま
せ
ん
か
？
と
い
う

お
誘
い
が
あ
り
子
供
た
ち
と
お
邪
魔
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
が
あ
り
、
ご
自
分
が
手
塩
に
か
け
て

育
て
た
中
学
生
が
こ
こ
を
巣
立
つ
と
い
う
中

で
、
そ
れ
を
み
て
先
生
が
涙
を
流
し
て
い
る

ん
で
す
ね
。
我
々
以
上
に
本
当
に
愛
情
を

持
っ
て
育
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
感
激
し

ま
す
ま
す
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

栄
花
直
輝
先
生
に
引
き
続
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

剣
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　

喜
茂
別
町
（
北
海
道
）
は
昔
か
ら
剣
道
が

盛
ん
で
し
て
「
ぜ
ん
ち
ょ
う
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
町
長
さ
ん
、
そ
し
て
兄
、
自
然
に

は
じ
め
ま
し
た
ね
。
小
学
校
一
年
生
か
ら
で

す
。

　
　

こ
れ
か
ら
剣
道
を
始
め
る
人
に
、
ま
た

保
護
者
の
方
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
等
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

剣
道
は
本
当
に
楽
し
い
と
い
う
こ
と
を
ま

ず
伝
え
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
ず
っ
と
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
楽
し
さ
は
倍
増
す
る
よ
っ

て
こ
と
を
初
心
者
の
子
に
は
伝
え
た
い
で
す

ね
。

　
　

今
ま
で
の
稽
古
の
中
で
一
番
辛
か
っ
た

の
は
い
つ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

ど
れ
と
い
う
時
期
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、

苦
し
い
時
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
時
だ
っ

た
り
し
ま
す
し
、
厳
し
さ
と
楽
し
さ
っ
て

の
は
表
裏
一
体
と
い
う
か
…
。
今
も
正
直
な

と
こ
ろ
苦
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
栄
花
直
輝
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
皆
さ
ん
お
持
ち
だ
と
思
い

ま
す
が
、
体
力
が
落
ち
て
い
く
自
分
が
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
ど
う
応
え
る
べ
き
か
、

ど
う
維
持
向
上
さ
せ
て
い
く
べ
き
な
の
か
常

に
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
大
会
等
で
、

た
だ
勝
つ
だ
け
で
は
な
く
良
い
剣
道
で
勝
利

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
が
厳
し
く
、
で
も
そ
れ
を
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
楽
し
く
も
あ
り
、
ど
こ
が

一
番
辛
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
そ

れ
は
多
分
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
く
と
思
い

ま
す
。

　
　

人
間
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
た
だ
一
撃
に

か
け
る
！
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が

２
０
０
３
年
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
行

わ
れ
た
第
12
回
世
界
選
手
権
の
決
勝
戦
（
キ

ム
・
キ
ョ
ン
ナ
ム
選
手
）
で
の
代
表
戦
で
勝

負
の
か
か
る
大
一
番
で
放
っ
た
「
片
手
突
き
」

は
最
初
か
ら
決
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

は
じ
め
に
心
境
的
に
は
ま
ず
、
世
界
選
手

権
、
日
本
の
剣
道
界
か
ら
代
表
戦
最
後
の
最

後
に
出
さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
り
「
栄
花
！
」

と
言
わ
れ
た
時
に
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。

　

相
手
の
キ
ム
選
手
は
世
界
選
手
権
四
大
会

に
出
て
い
ま
す
し
、
何
度
か
稽
古
も
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
感
覚
的
に
韓
国
の
選
手
は
一

般
的
に
「
突
き
」
が
嫌
い
だ
と
い
う
こ
と
は

頭
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
キ
ム
選
手
は
間
合

い
の
間
隔
も
上
手
い
こ
と
も
当
然
知
っ
て
い

ま
し
た
。
が
あ
の
時
は
試
合
が
進
む
中
で
何

か
ひ
ら
め
い
た
ん
で
す
ね
。
実
は
最
後
の
突

き
は
は
っ
き
り
と
し
か
も
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

見
え
た
ん
で
す
ね
。
技
を
仕
掛
け
る
と
彼
は

必
ず
（
癖
で
）
や
り
返
す
ん
で
す
。
で
す
か

ら
わ
ざ
と
竹
刀
を
表
か
ら
払
っ
た
ん
で
す
ね
、

そ
う
す
る
と
払
い
返
し
て
く
る
。
そ
の
読
み

で
す
ね
。
駆
け
引
き
で
す
。
払
っ
た
後
に
構

え
直
し
ま
す
ね
、
そ
の
瞬
間
ま
さ
に
あ
の
絶

妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
「
片
手
突
き
」
に
繋

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
花
先
生
は
、
終
始
笑
顔
で
話
さ
れ
、
身

振
り
手
振
り
で
そ
の
場
の
臨
場
感
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぶ
し
つ
け
な
ご
質
問
に

も
お
答
え
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
佐
藤
仁
館
長
、
佐
藤
三
智
子
副
館
長
に

は
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

翌
日
行
わ
れ
た
大
会
で
も
県
外
チ
ー
ム
も
招

き
、
成
功
裏
に
終
わ
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
の
益
々
の
道
場
の
ご
発
展
、
栄
花
先
生

の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

（
聞
き
手
　

天
井
俊
明
）

　　　山となった揮毫依頼の
色紙を前にする栄花直輝八段　　　

よ
く
通
る
声
で
、
打
突
の
機
会
な
ど
を
指

導
す
る
栄
花
先
生
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愛
媛
国
体　

監
督
・
コ
ー
チ

選
手
招
聘
稽
古
会
を
実
施
し
て

十
日
町
市
剣
道
連
盟
理
事
長
　

根
津
　
　

勝
　

　

十
日
町
剣
道
連
盟
（
会
長
　

田
川
正
幸
）

で
は
去
る
12
月
２
日

な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ

（
十
日
町
市
）
に
お
い
て
、
愛
媛
国
体
　

監

督
・
コ
ー
チ
・
選
手
招
聘
稽
古
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

◎
講
師
（
愛
媛
国
体
新
潟
県
代
表
）

　

総
監
督
　

佐
藤
　

好
美

　

コ
ー
チ
　

竹
内
　

知
宏

　

選
　

手
　

坂
爪
　

優
太
　

西
野
　

哲
哉

　
　
　
　
　

高
嶋
　

純
一
　

樋
口
　

秀
夫

　

事
務
局
　

天
井
　

俊
明

　

こ
の
企
画
は
当
連
盟
の
樋
口
秀
夫
選
手
が

都
道
府
県
対
抗
剣
道
大
会
な
ら
び
に
国
体
代

表
と
し
て
出
場
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、
県

を
代
表
す
る
選
手
か
ら
地
元
の
子
供
た
ち
が

指
導
を
受
け
る
こ
と
で
競
技
力
の
ア
ッ
プ
と

今
ま
で
以
上
に
剣
道
に
親
し
み
を
得
る
機
会

を
持
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
案
で
選
手
団
に

打
診
・
快
諾
を
得
た
事
で
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
地
元
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
こ

の
趣
旨
へ
の
賛
同
で
後
援
を
得
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
地
元
（
十

日
町
市
、
南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
津
南
町
、

小
千
谷
市
）
の
小
・
中
・
高
校
生
、
一
般
愛

好
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
田
川
正
幸
会
長
の
居
合
の
公
開

演
武
、
選
手
団
の
模
範
稽
古
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
坂
爪
優
太
選
手
（
午
前
）
西
野
哲
哉
選

手
（
午
後
）
か
ら
の
指
導
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。
併
せ
て
選
手
と
子
供
た
ち
と
の
立
合

い
稽
古
、
合
同
稽
古
と
貴
重
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
時
間
の
合
間
を
み

て
選
手
に
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
り
、
一
緒

に
写
真
に
納
ま
る
等
、
非
常
に
良
い
思
い
出

に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

県
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
選
手
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

指
導
を
受
け
、
正
し
く
強
い
剣
道
を
印
象
づ

け
ら
れ
、
終
始
子
供
た
ち
の
目
が
輝
い
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

佐
藤
好
美
総
監
督
を
は
じ
め
竹
内
知
宏

コ
ー
チ
、
講
師
の
皆
様
か
ら
は
こ
ち
ら
の
要

望
を
い
ろ
い
ろ
取
り
入
れ
て
実
施
・
進
行
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
内
容
と
な
っ
た
こ
と
を
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
同
に

会
し
た
多
く
の
選
手
に
指
導
を
受
け
る
機
会

は
将
来
を
夢
見
て
剣
道
を
や
っ
て
い
る
地
域

の
子
供
達
に
と
っ
て
は
大
き
な
励
み
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
子
供
た
ち
が
少
し

で
も
剣
道
を
始
め
る
仲
間
を
増
や
し
剣
道
の

良
さ
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

　

　

原
稿
募
集

　

広
報
委
員
会
で
は
、
地
域
通
信
・
短
信
の

コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
同
士
で
の
合
宿
交
流
や
稽
古
会
、
練

習
試
合
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
の
大
会
な

ど
、
活
動
状
況
な
ど
を
お
送
り
下
さ
い
。

新
潟
県
剣
道
連
盟
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

編
集
後
記

5

5

5

5

　

全
剣
連
の
剣
道
普
及
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決

ま
り
ま
し
た
。
名
前
は
「
ぶ
し
し
」。

　

な
か
な
か
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
ね
。
蹲

踞
は
苦
手
で
す
が
、
現
在
、
足
さ
ば
き
を
修

行
中
と
の
こ
と
。「
く
ま
も
ん
」
や
「
ふ
な

っ
し
ー
」
と
肩
を
並
べ
る
く
ら
い
に
皆
に
愛

さ
れ
剣
道
の
普
及
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

剣
道
の
良
さ
を
子
供
達
に
知
っ
て
も
ら
い

人
数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
中
で
全

剣
連
の
「
剣
道
の
良
さ
」
を
普
及
す
る
事
業

の
ポ
ス
タ
ー
に
目
を
通
し
て
み
ま
し
た
⛆
凛

と
し
て
⛇
⛆
礼
儀
作
法
は
日
本
の
宝
⛇
な
ど

の
言
葉
に
心
が
沁
み
る
の
は
剣
道
関
係
者
だ

か
ら
で
し
ょ
う
か
？
　

い
や
、
こ
の
フ
レ
ー

ズ
な
ら
親
御
さ
ん
を
中
心
に
共
感
・
理
解
を

得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。「
不
易
流
行
」
の

中
で
剣
道
の
良
さ
を
伝
え
る
手
段
は
時
に
応

じ
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

で
は
、
剣
道
に
お
け
る
不
易
（
時
を
経
て

も
変
わ
ら
な
い
も
の
）
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ

う
か
…
…
や
は
り
「
剣
道
の
理
念
（
剣
道
は

剣
の
理
法
の
修
錬
に
よ
る
人
間
形
成
の
道
で

あ
る
。）」
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
次
第
で
す
。
本
年

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

（T
S

U
M

A
R

I

の
侍
　

ね
）

田川会長（居合道七段）による公開演武

総勢 60 名、なかさとアリーナに集合


